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　草津白根火山では2014年と2018年に火山性地震が頻発し，2018年1月には本白根山で小規模な水蒸気噴火

が発生した．火山性地震に代表される火山活動と噴気の化学組成および安定同位体比の関係を調べるため

に，噴気を繰り返し採取・分析した． 2014年7月から2017年11月にかけCO2/H2O，He/H2Oおよび

N2/H2O比は単調に低下し，噴気に含まれるマグマ成分の減少を示唆した．これとは対照的にCH4/H2O比は

地震の静かな期間中に著しく増加した．これは熱水系の流体が還元的になりCH4の形成に有利な条件が成立し

たことを示唆している．静穏期においてマグマ成分のN2/He比は高く，熱水系に対する地殻成分の付加を示唆

している．火山性地震が頻発した2018年にN2/He比は静穏期の比よりも明らかに低下し，マグマの脱ガスの

際にN2が優先的に失われたと推定される． 

　噴気のδD（H2O），δ18O（H2O）およびCO2/H2O比に基づき草津白根山の熱水系における流体の進化

をモデル化した．マグマ性ガスは天水起源の冷たい地下水との混合し，一次蒸気相と熱水相を生成する．さら

に一次蒸気相に天水起源の蒸気相が添加する．このようにして形成された蒸気は熱水溜まりから地表までの移

動過程で部分的な水蒸気の凝縮を受ける．上記のモデルでは共通のマグマ性ガスが進化することにより山頂北

側地熱地帯，殺生河原地熱地帯，万座地区地熱地帯の噴気組成を合理的に説明することができる．
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